
「コロナ社会」での必要な医療提供を継続するための

「地域医療機関等への機能継続交付金」の創設を求める請願

令和 2年 8月 12日

岐阜県議会

議長 森 正弘 殿
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拝啓 日夜、地域住民の生命と健康、暮らしを守るためにご努力されておられることに
心より敬意を表します。

私ども岐阜県保険医協会は、県内で開業する医師・歯科医師 1, 700人で構成し、
保険医の生活と権利を守り、国民医療の充実と向上をはかる目的で活動しております。

さて、新型コロナウイルス感染拡大の中でも、県内の医科 ◆歯科医療機関は、患者さ

んと医療従事者の感染防止に最大限の注意を払いながら、日常診療を続けています。

政府の令和 2年度 2次補正予算では、「新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付
金」が拡充され、「患者と接する医療従事者等への慰労金支給」「医療機関等における感

染拡大防止等の支援」が措置されました。

しかし、この間の患者減による減収の補填は含まれておらず、感染拡大防止策を取り

ながら日常診療を継続していくには十分ではありません。さらなる感染拡大が続く中、

患者・住民への医療提供、健康確保の役割を継続して発揮していくためにも、すべての

医科・歯科医療機関に対する給付金等の支援策が必要です。

岐阜県保険医協会が 4月 末から5月 中旬にかけて行つた緊急アンケー トでは、医科・

歯科ともに約 9割の医療機関で、前年 4月 に比べて患者数が減少しました。保険診療収

入が「30%以上減収」となつている医療機関は医科で 2割、歯科は 3割に及んでいま
す。多くの医療機関が経営に破綻を来しかねない状況です。新規開業の医療機関では、

融資の返済や家賃、人件費など固定費の負担が重くのしかかっています。

羽島市では 【別掲】の「地域医療機関等への機能継続交付金」が 8月 より実施される

こととなっており、「今後も第 2波、第 3波が想定される『コロナ社会』での必要な医

療提供を継続するため、医療機関等 (103施設、一律 10万円又は 7万円)での院内感
染拡大防止等を支援」するとされております。

貴自治体におかれましても陳情主旨をご理解いただき、貴自治体の制度としても

実施いただくよう、議会においてご理解ご協力いただきますようよろしくお願い申し上

げます。

失礼ながら先ず陳情文書および資料を送付させていただきますので、ご審議のほどお

願い申し上げます。また、陳情内容の審査結果がどうであつたかについて、お知らせい

ただけると幸いに存じます。

なお、本件に関するお問い合わせは、下記事務局までお願い致します。

敬具

岐阜県保険医協会 政策部担当事務局 山田
岐阜市吉野町 6-14 大樹生命岐阜駅前ビル 6F
TEL058-267-071l  FAX058-267-0712
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羽島市地域医療機関等機能継続交付金交付要綱

(趣旨)

第 1条  この要綱は、新型インフルエンザ等対策特別措置法 (平成 24年法律第 3

1号)附則第 1条の 2に規定する新型コロナウイルス感染症の高い感染リスクを

負いながら、地域で求められる医療の提供を継続する医療機関等 (以下「医療機

関等」という。)に対し、院内感染拡大防止等を支援するため、羽島市地域医療機

関等機能継続交付金 (以下「交付金」という。)を交付することについて必要な事

項を定めるものとする。

(交付対象医療機関等 )

第 2条 交付金の交付対象とする医療機関等は、令和 2年 5月 25日 時点において

羽島市内に開設している医科診療所、歯科診療所、助産所、訪問看護ステーシヨ

ン及び薬局とし、医科診療所及び歯科診療所においては保険医療機関、薬局にお

いては保険薬局、訪問看護ステーションにおいては指定訪問看護事業者に限るも

のとする。

2 前項の規定にかかわらず、次のいずれかに該当する者は、交付の対象としない。

(1)申請を行 う日において廃止している者

12)医療提供に用いる設備を現に有していないこと等により継続的に医療を提供

することができないと市長が認める者

(交付金の額 )

第 3条 交付金の額は、次の各号に掲げる区分に応 じ、当該各号に定める金額を交

付する。

(1)医科診療所、歯科診療所、助産所、訪問看護ステーション 1事業所につき、

10万円

(a 薬局 1事業所につき、 7万円

(交付申請等 )

第 4条 交付金の交付を受けようとする医療機関等 (以下「申請者」という。)は、

令和 3年 1月 31日 までに、羽島市地域医療機関等機能継続交付金交付申請書兼

請求書 (別記第 1号様式)に より、市長に申請及び請求をしなければならない。

(交付の決定等)

第 5条 市長は、前条の規定による申請があつたときは、その内容を審査し、交付



金を交付することを決定したときは、羽島市地域医療機関等機能継続交付金交付

決定通知書 (別記第 2号様式)に より申請者に通知するものとする。

2 市長は、前項の規定による審査の結果、交付金を交付することが不適切と認め

たときは、速やかに申請者に理由を付して、羽島市地域医療機関等機能継続交付

金不交付決定通知書 (別記第 3号様式)に より通知しなければならない。

3 交付金の交付は、申請者が指定する金融機関の預金口座に振 り込むことにより

行 うものとする。

4 交付金の交付は、 1事業所当たり1回を限度とする。

(交付金の返還 )

第 6条 市長は、偽 りその他不正な手段により交付金を受けた者に対 し、前条第 1

項の規定による交付の決定を取り消し、交付金の全部又は
二部を返還させること

ができる。

附 則
この告示は、令和 2年 8月 3日 から施行する。


